




　　あるところに子ジカのスージーという名前の男の子がいました。

スージーは、ぼうけんが大すきな子でした。





スージーは　きょうも　ぼうけんに　行くことにしました。

スージーは　ぼうえんきょう　と　パンを

バッグに入れました。







おうちをでると　森へ走っていったスージーは、

「あ！」と　あしをとめた。

なんと　木にふうせんが　からまっているんです。

スージーはこまっていると、風がきて　ふうせんがおりてきました。





「パ－ン」と大きなおとがしました。

ふうせんが　われたのです。

ふうせんのなかみは　ちずでした。





ちずで　見つけたところには　てんしの子がいました。

てんしの子は、はこから　なにかをだしました。

それは、・・・。





てんしの小さな羽でした。

スージーは「森で木の実をもってきてください。」と

おかあさんに言われたので　木の実があるところを

さがしました。





スージーは木の実をひろっていると、



バッグがいっぱいになったとき、

まいごになってしまいました。



しばらくすると　てんしにもらった羽が　ひかりました。



すると　スージーがうきあがりました。





こうして　スージーは　おうちに　かえることができました。

 

お　わ　り




